
令和７年度用『高校美術』教科書 訂正のお願い

令和７年11月

　令和７年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和８年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。

日本文教出版株式会社

ページ・行 原　　　　　文 訂　　正　　文 理由

5ページ
下段右 弊社発行の

高校美術教
科書間で記
述を統一する
ため

17ページ
上段右

美術館の名
称が変更に
なったため

54ページ
下段右 所蔵館の表

記に合わせる
ため

91ページ
中段右

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一する
ため

91ページ
下段左

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一する
ため

91

日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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6世紀
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日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
都
市
国
家
を
形
成

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術
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初期キリスト教美術
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埴輪 踊る人々
6世紀

「月日は百
はく

代
たい

の過
くわ

客
かく

にして  行
ゆき

かふ年も又旅
たび

人
びと

也
なり

」（松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

「おくのほそ道」より）

生きることはしばしば旅に例えられる。
吊
つ

り下げられたスーツケースたちは、どんな旅を経験してきたのだろう。
どのような人が何を詰め込んで、どこへ運んでいたのだろうか。
様々な物語があったに違いない。スーツケースの記憶をたどる想像の旅に出かけてみよう。

目に見えないものを表現する。
記憶はどんな形で表せるだろうか？

吊り下げられた約430個のスーツ
ケースは、かすかに振動している。
見る者に誰かのもしくは自分自身
の人生の旅路やその記憶といっ
たものを想起させる作品である。

集積―目的地を求めて 2014-2019
［赤いロープ・スーツケース・モーター］2019

森
もり

美術館での展示［東京都］

塩
しお

田
た

千
ち

春
はる

［大阪府・1972～］

撮影：サニー・マンク 
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鏡に映らない「私」とは？
自画像は古今東西を問わず絵画の重要なテーマである。作家たちはなぜ自らの姿を描き表したのだろうか。

例えば、フランシス・ベーコンは、実際よりもゆがめて描くことで、自身の内にある本質を表そうとした。自画像を描くということは、単に外見

の特徴を捉えるだけでなく、自分自身の内面を改めて見つめる行為でもある。表情、ポーズ、一緒に描きこむモチーフ、背景などを工夫するこ

とで、鏡には映らない「私」を表現することができるのだ。　

猿のいる自画像［油彩・メゾナイト／40.6×30.5cm］1938
オルブライト=ノックス・アート・ギャラリー蔵［アメリカ］

フリーダ・カーロ［メキシコ・1907～54］

首を傾
かし

げた自画像
［油彩・板／42.2×33.7cm］1912

レオポルト美術館蔵［オーストリア］

エゴン・シーレ［オーストリア・1890～1918］

邪悪は凡
ぼん

庸
よう

である
［油彩・キャンヴァス／125×105cm］1984

エイントホーフェン市立ファン・アッベ美術館蔵［オランダ］

マルレーネ・デュマス［南アフリカ・1953～］
撮影：ペーテル・コックス

自画像、髑
どく

髏
ろ

と共に
［ガッシュ・パステル・鉛筆・紙／47.2×40.4cm］1982

ホルスト・ヤンセン［ドイツ・1929～95］

青い自画像［水彩・紙／36.8×46.2cm］1975
高崎市山田かまち美術館寄託［群馬県］

山
やま

田
だ

かまち［群馬県・1960～77］
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鏡に映らない「私」とは？
自画像は古今東西を問わず絵画の重要なテーマである。作家たちはなぜ自らの姿を描き表したのだろうか。

例えば、フランシス・ベーコンは、実際よりもゆがめて描くことで、自身の内にある本質を表そうとした。自画像を描くということは、単に外見

の特徴を捉えるだけでなく、自分自身の内面を改めて見つめる行為でもある。表情、ポーズ、一緒に描きこむモチーフ、背景などを工夫するこ

とで、鏡には映らない「私」を表現することができるのだ。　

猿のいる自画像［油彩・メゾナイト／40.6×30.5cm］1938
バッファローAKG美術館蔵［アメリカ］

フリーダ・カーロ［メキシコ・1907～54］

首を傾
かし

げた自画像
［油彩・板／42.2×33.7cm］1912

レオポルト美術館蔵［オーストリア］

エゴン・シーレ［オーストリア・1890～1918］

邪悪は凡
ぼん

庸
よう

である
［油彩・キャンヴァス／125×105cm］1984

エイントホーフェン市立ファン・アッベ美術館蔵［オランダ］

マルレーネ・デュマス［南アフリカ・1953～］
撮影：ペーテル・コックス

自画像、髑
どく

髏
ろ

と共に
［ガッシュ・パステル・鉛筆・紙／47.2×40.4cm］1982

ホルスト・ヤンセン［ドイツ・1929～95］

青い自画像［水彩・紙／36.8×46.2cm］1975
高崎市山田かまち美術館寄託［群馬県］

山
やま

田
だ

かまち［群馬県・1960～77］

立体表現の広がり

アーティストは作品を通じ

て、私たちの既成概念を打

ち砕き、新しい感覚を呼び覚

ましてくれる。例えばロン・

ミュエクは、本物そっくりの

人体を制作するが、その巨

大なスケールの作品を目前

にすると、異世界の住人に

出会ったかのような驚きを

感じる。それは同時に、人

間の存在について改めて考

える機会となるだろう。ま

た、岩
いわ

崎
さき

貴
たか

宏
ひろ

は日用品を素

材に、繊細な構造物や小さ

な風景をつくりだし、身近な

ものを別のイメージへと転

化させる。ジェフ・クーンズ

は、玩具を金属で再現し、

芸術の解釈を広げようと試

みる。作品から発せられる

「問いかけ」に目を凝らし耳

を傾け、自分なりの解釈で

応えてみよう。

作
品
は

何
を
問
い
か
け
る
？

人間の存在を問い直す

ミュエクは、子ども向けのテレビ
番組の人形制作の仕事などに携
わった経験を生かし、人体像の
制作を行うようになった。それら
は、皮膚から透ける血管やシワ、
シミまでもが再現されているが、
通常の人体サイズとは異なってお
り、見るものに違和感を与える。

スタンディング・ウーマン
［ミクストメディア／405×155×110cm］

2008 十
と

和
わ

田
だ

市
し

現代美術館蔵［青森県］

ロン・ミュエク［オーストラリア・1958～］

鑑

　賞

彫

　刻
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立体表現の広がり

アーティストは作品を通じ

て、私たちの既成概念を打

ち砕き、新しい感覚を呼び覚

ましてくれる。例えばロン・

ミュエクは、本物そっくりの

人体を制作するが、その巨

大なスケールの作品を目前

にすると、異世界の住人に

出会ったかのような驚きを

感じる。それは同時に、人

間の存在について改めて考

える機会となるだろう。ま

た、岩
いわ

崎
さき

貴
たか

宏
ひろ

は日用品を素

材に、繊細な構造物や小さ

な風景をつくりだし、身近な

ものを別のイメージへと転

化させる。ジェフ・クーンズ

は、玩具を金属で再現し、

芸術の解釈を広げようと試

みる。作品から発せられる

「問いかけ」に目を凝らし耳

を傾け、自分なりの解釈で

応えてみよう。

作
品
は

何
を
問
い
か
け
る
？

人間の存在を問い直す

ミュエクは、子ども向けのテレビ
番組の人形制作の仕事などに携
わった経験を生かし、人体像の
制作を行うようになった。それら
は、皮膚から透ける血管やシワ、
シミまでもが再現されているが、
通常の人体サイズとは異なってお
り、見るものに違和感を与える。

スタンディング・ウーマン
［ミクストメディア／405×155×110cm］

2007 十
と

和
わ

田
だ

市
し

現代美術館蔵［青森県］

ロン・ミュエク［オーストラリア・1958～］

鑑

　賞

彫

　刻

54

91

日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
一
〇
〇
頃

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

 

前
四
頃

 

前
二
七

 

前
二
二
一

 

前
三
三
四

 

前
四
三
八

 

前
五
〇
〇

 

前
五
五
一
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先史

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン
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埴輪 踊る人々
6世紀

アミアン大聖堂 1288

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

檜図屏風 
1590 
狩野永徳

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

風神雷神図屏風
17世紀

俵屋宗達

松林図屏風（右隻）
16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図
18世紀

伊藤若冲

ヴィーナスの誕生
1485頃
サンドロ・
ボッティチェリ

女官たち
1656
ディエゴ・
ベラスケス

民衆を率いる
自由の女神

1830
ウジェーヌ・
ドラクロワ

草上の昼食
1862～63

エドゥアール・
マネ

走る馬 1878
エドワード・マイブリッジ

No.14 
カフェ・チェア

1859
ミヒャエル・
トーネット

青銅時代
1876
オーギュスト・ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

無著立像
1208
運慶

青磁鳳凰
耳花生「万声」
12～13世紀
（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

モナ・リザ 1503～06
レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女
1658～59頃
ヨハネス・

フェルメール

ヨハネの幻視 1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ
1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

秋冬山水図・
冬景図

15世紀末～
16世紀初
雪舟等楊

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

神奈川沖浪裏
1830～32頃

（「冨嶽三十六景」のうち）
葛飾北斎

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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八
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九
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九
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〇
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先史

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術 ロマネスク美術 ゴシック美術
バロック ロココ 新古典主義
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

91

日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
都
市
国
家
を
形
成

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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先史

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン
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埴輪 踊る人々
6世紀

アミアン大聖堂 1288

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

檜図屏風 
1590 
狩野永徳

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

風神雷神図屏風
17世紀

俵屋宗達

松林図屏風（右隻）
16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図
18世紀

伊藤若冲

ヴィーナスの誕生
1485頃
サンドロ・
ボッティチェリ

ラス・メニーナス
（女官たち）

1656
ディエゴ・
ベラスケス

民衆を率いる
自由の女神

1830
ウジェーヌ・
ドラクロワ

草上の昼食
1862～63

エドゥアール・
マネ

走る馬 1878
エドワード・マイブリッジ

No.14 
コンシューマー・

チェア
1855～59頃
ミヒャエル・
トーネット

青銅時代
1876
オーギュスト・ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

無著立像
1208
運慶

青磁鳳凰
耳花生「万声」
12～13世紀
（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

モナ・リザ 1503～06
レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女
1658～59頃
ヨハネス・

フェルメール

ヨハネの幻視 1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ
1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

秋冬山水図・
冬景図

15世紀末～
16世紀初
雪舟等楊

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

神奈川沖浪裏
1830～32頃

（「冨嶽三十六景」のうち）
葛飾北斎

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ
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源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術 ロマネスク美術 ゴシック美術
バロック ロココ 新古典主義

              3000　                     2000　                  1000　                 500　　   　     0　　                    100　 　             200　                     300　　              400　                   500　  　            600　           　   700　         　    800　        　     900　        　       1000                       1100　　            1200　　              1300　　            1400                                      1500                                       1600                                          1700                                          1800                                           1850                                                1860                                1870                                          1880                                       1890                                          1900                                         1910                                1920                                             1930                                       1940                                             1950                                          1960                                         1970                                           1980                                      2000                            2020

ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

アミアン大聖堂 1288

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

檜図屏風 
1590 
狩野永徳

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

風神雷神図屏風
17世紀

俵屋宗達

松林図屏風（右隻）
16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図
18世紀

伊藤若冲

ヴィーナスの誕生
1485頃
サンドロ・
ボッティチェリ

ラス・メニーナス
（女官たち）

1656
ディエゴ・
ベラスケス

民衆を率いる
自由の女神

1830
ウジェーヌ・
ドラクロワ

草上の昼食
1862～63

エドゥアール・
マネ

走る馬 1878
エドワード・マイブリッジ

No.14 
コンシューマー・

チェア
1855～59頃
ミヒャエル・
トーネット

青銅時代
1876
オーギュスト・ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

無著立像
1208
運慶

青磁鳳凰
耳花生「万声」
12～13世紀
（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

モナ・リザ 1503～06
レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女
1658～59頃
ヨハネス・

フェルメール

ヨハネの幻視 1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ
1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

秋冬山水図・
冬景図

15世紀末～
16世紀初
雪舟等楊

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

神奈川沖浪裏
1830～32頃

（「冨嶽三十六景」のうち）
葛飾北斎

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術 ロマネスク美術 ゴシック美術
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

91

日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術
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埴輪 踊る人々
6世紀

91

日
本
（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西

　洋

美
術
・一
般
史

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 コロッセウム 80頃パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563 ピサ大聖堂 1063起工

沼地での狩猟
（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

ケルズの書
800頃

サン・マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 9世紀

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

南バラ窓と
五つのランセット窓

1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623

鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪
観音菩薩像
840～850頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

胎蔵界
曼荼羅図

900頃

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

アンコール・ワット 12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項
。

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
都
市
国
家
を
形
成

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位
・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
─
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
─
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
─
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
廃
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
─
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術
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埴輪 踊る人々
6世紀

アミアン大聖堂 1288

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

檜図屏風 
1590 
狩野永徳

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

風神雷神図屏風
17世紀

俵屋宗達

松林図屏風（右隻）
16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図
18世紀

伊藤若冲

ヴィーナスの誕生
1485頃
サンドロ・
ボッティチェリ

女官たち
1656
ディエゴ・
ベラスケス

民衆を率いる
自由の女神

1830
ウジェーヌ・
ドラクロワ

草上の昼食
1862～63

エドゥアール・
マネ

走る馬 1878
エドワード・マイブリッジ

No.14 
カフェ・チェア

1859
ミヒャエル・
トーネット

青銅時代
1876
オーギュスト・ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

無著立像
1208
運慶

青磁鳳凰
耳花生「万声」
12～13世紀
（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

モナ・リザ 1503～06
レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女
1658～59頃
ヨハネス・

フェルメール

ヨハネの幻視 1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ
1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

秋冬山水図・
冬景図

15世紀末～
16世紀初
雪舟等楊

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

神奈川沖浪裏
1830～32頃

（「冨嶽三十六景」のうち）
葛飾北斎

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術 ロマネスク美術 ゴシック美術
バロック ロココ 新古典主義

              3000　                     2000　                  1000　                 500　　   　     0　　                    100　 　             200　                     300　　              400　                   500　  　            600　           　   700　         　    800　        　     900　        　       1000                       1100　　            1200　　              1300　　            1400                                      1500                                       1600                                          1700                                          1800                                           1850                                                1860                                1870                                          1880                                       1890                                          1900                                         1910                                1920                                             1930                                       1940                                             1950                                          1960                                         1970                                           1980                                      2000                            2020

ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

アミアン大聖堂 1288

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

檜図屏風 
1590 
狩野永徳

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

風神雷神図屏風
17世紀

俵屋宗達

松林図屏風（右隻）
16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図
18世紀

伊藤若冲

ヴィーナスの誕生
1485頃
サンドロ・
ボッティチェリ

ラス・メニーナス
（女官たち）

1656
ディエゴ・
ベラスケス

民衆を率いる
自由の女神

1830
ウジェーヌ・
ドラクロワ

草上の昼食
1862～63

エドゥアール・
マネ

走る馬 1878
エドワード・マイブリッジ

No.14 
コンシューマー・

チェア
1855～59頃
ミヒャエル・
トーネット

青銅時代
1876
オーギュスト・ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

無著立像
1208
運慶

青磁鳳凰
耳花生「万声」
12～13世紀
（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

モナ・リザ 1503～06
レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女
1658～59頃
ヨハネス・

フェルメール

ヨハネの幻視 1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ
1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

秋冬山水図・
冬景図

15世紀末～
16世紀初
雪舟等楊

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

神奈川沖浪裏
1830～32頃

（「冨嶽三十六景」のうち）
葛飾北斎

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

初期中世美術 ロマネスク美術 ゴシック美術
バロック ロココ 新古典主義
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

アミアン大聖堂 1288

ヨアキムと羊飼いたち
1304～06頃

ジョット・ディ・ボンドーネ

檜図屏風 
1590 
狩野永徳

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

風神雷神図屏風
17世紀

俵屋宗達

松林図屏風（右隻）
16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図
18世紀

伊藤若冲

ヴィーナスの誕生
1485頃
サンドロ・
ボッティチェリ

女官たち
1656
ディエゴ・
ベラスケス

民衆を率いる
自由の女神

1830
ウジェーヌ・
ドラクロワ

草上の昼食
1862～63

エドゥアール・
マネ

走る馬 1878
エドワード・マイブリッジ

No.14 
カフェ・チェア

1859
ミヒャエル・
トーネット

青銅時代
1876
オーギュスト・ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

無著立像
1208
運慶

青磁鳳凰
耳花生「万声」
12～13世紀
（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

モナ・リザ 1503～06
レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女
1658～59頃
ヨハネス・

フェルメール

ヨハネの幻視 1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ
1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

秋冬山水図・
冬景図

15世紀末～
16世紀初
雪舟等楊

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

神奈川沖浪裏
1830～32頃

（「冨嶽三十六景」のうち）
葛飾北斎

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

一
一
世
紀
前
半 

一
〇
一
二
頃

 

九
六
二

 

九
六
〇

一
八
八
九

一
八
八
七

一
八
八
三

一
八
八
二

一
八
八
〇 

一
八
七
六

一
八
七
四

一
八
七
〇

一
八
六
八

一
八
六
七

一
八
六
三

一
八
六
一

一
八
五
九

一
八
五
五

一
八
五
一

一
八
四
〇

一
八
三
九

一
八
三
八

一
八
三
一
頃 

一
八
二
六
─
二
七
頃

一
八
一
九

一
八
〇
六

一
八
〇
四

一
八
〇
四
頃 

一
八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一
六
八
八
頃 

一
六
八
七

一
六
六
一

一
六
四
四

一
六
四
二

一
六
三
二

一
六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四
一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一
四
九
五

一
四
九
二

一
四
八
九

一
四
七
九

一
四
六
七

一
四
五
三

一
四
五
〇
頃 

一
四
三
八

一
四
三
四

一
四
三
二

一
四
一
〇
頃

一
三
九
七

一
三
九
二

一
三
七
八

一
三
六
八

一
三
三
九

一
三
三
八

一
三
二
一

一
二
九
九

一
二
五
〇
頃

一
二
一
六

一
二
〇
九

一
二
〇
六

一
二
〇
三

一
一
九
二

一
一
八
〇

一
二
世
紀

一
一
六
三

一
一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

先史

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

老猿 1893 高村光雲

鮭 1877頃 高橋由一鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1873頃
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 

1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907

パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

湖畔 1897
黒田清輝

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

序の舞 1936
上村松園

無限状況 1970 菅木志雄

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

女 1910
荻原守衛

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
─
一
八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル
・
デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術
・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

第
二
次
世
界
大
戦（
─
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
─
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
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一
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五
〇
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一
〇
九
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〇
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四

一
〇
五
三

一
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一
九
一
四

一
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一
九
一
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一
九
三
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一
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三
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一
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二
九

一
九
二
七

一
九
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五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
─
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〇

　
　
　
　 

年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
─
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術
・
工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
─
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

一
九
〇
九

一
九
〇
七
─
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
六

一
八
九
五

一
八
九
四

一
八
九
一

先史

新印象主義・ポスト印象主義 キュビスム

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和
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アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム アンフォルメル

抽象表現主義

新宝島（部分）
 1947
手塚治虫
酒井七馬

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

老猿 1893 高村光雲

鮭 1877頃 高橋由一鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1872
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 

1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907

パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

湖畔 1897
黒田清輝

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

序の舞 1936
上村松園

無限状況 1970 菅木志雄

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

女 1910
荻原守衛

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
─
一
八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル
・
デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術
・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

第
二
次
世
界
大
戦（
─
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
─
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

一
八
八
九

一
八
八
七

一
八
八
三

一
八
八
二

一
八
八
〇 

一
八
七
六

一
八
七
四

一
八
七
〇

一
八
六
八

一
八
六
七

一
八
六
三

一
八
六
一

一
八
五
九

一
八
五
五

一
八
五
一

一
八
四
〇

一
八
三
九

一
八
三
八

一
八
三
一
頃 

一
八
二
六
─
二
七
頃

一
八
一
九

一
八
〇
六

一
八
〇
四

一
八
〇
四
頃 

一
八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一
六
八
八
頃 

一
六
八
七

一
六
六
一

一
六
四
四

一
六
四
二

一
六
三
二

一
六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四
一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一
四
九
五

一
四
九
二

一
四
八
九

一
四
七
九

一
四
六
七

一
四
五
三

一
四
五
〇
頃 

一
四
三
八

一
四
三
四

一
四
三
二

一
四
一
〇
頃

一
三
九
七

一
三
九
二

一
三
七
八

一
三
六
八

一
三
三
九

一
三
三
八

一
三
二
一

一
二
九
九

一
二
五
〇
頃

一
二
一
六

一
二
〇
九

一
二
〇
六

一
二
〇
三

一
一
九
二

一
一
八
〇

一
二
世
紀

一
一
六
三

一
一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一
四

一
九
一
二

一
九
一
一

一
九
三
三

一
九
三
一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
─
三
〇

　
　
　
　 

年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
─
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術
・
工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
─
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

一
九
〇
九

一
九
〇
七
─
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
六

一
八
九
五
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中世
　5世紀末、西ローマ帝国の滅亡と同時に幕を開けた中
世美術は、初期中世美術、ロマネスク美術（11世紀〜）、
ゴシック美術（12世紀後半〜）と展開。支配的だったキリ
スト教文化に、各地に伝わる意匠や文様が融合し、豊か
な美術様式が確立された。美術はキリスト教の教義を伝
える役割を与えられ、絵画と文様とが緻密に組み合わさ
れた装飾的な福音書や書籍が生み出された。ロマネスク
期には、ローマ美術の伝統とビザンチン美術の影響を受
けた独自の様式が発展。広大な壁面や天井にキリスト教
の物語や教義を説く絵画や彫刻が施され、建築と美術と
が一体化された様式が生まれた。ゴシック期に入るとノー
トルダム大聖堂をはじめとした聖堂が建てられる。堂内外
が聖書の内容を伝える彫刻や絵画で埋め尽くされたほか、
神の光を演出するステンドグラスも登場し、さながら「石の
聖書」としての様相を見せた。

ルネサンスとバロック
　「再生」を意味するルネサンスは、14世紀頃イタリアのフ
ィレンツェに興り、古代ギリシャやローマ文化の「再生」、
自由な人間性の回復、科学的精神による合理的な自然認
識を目指した。いずれも中世における「神を中心とした世
界認識」への反動の意味合いがあった。初期ルネサンス
ではボッティチェリやマザッチオ、15世紀末からの盛期ル
ネサンスではレオナルド・ダ・ヴィンチ、ミケランジェロ、ラ
ファエロ、ティッツィアーノらが活躍し、西洋美術史の頂点
とも言うべき繁栄を見せた。16世紀末に登場したバロック
は、語源ともいわれる「歪

ゆが

んだ真珠」のとおり、意図的に
歪めた造形や作為的なポーズ、際立った明暗や激しい色
彩表現などが特徴で、カラヴァッジョ、レンブラント、ベラ
スケス、フェルメールらが登場。富裕市民階級がパトロン
となったことから、市民の日常生活を題材とする風俗画や、
静物画や風景画が多く誕生した。

印象派とジャポニスム
　印象派は19世紀後半にパリで興った芸術運動。当時
のフランス美術の主流を導いたのは、国が主導するサロ
ン（官展）やアカデミーで、デッサンを基本とする古典絵画
が理想とされた。一方、印象派の画家たちは、旧来の写
実主義や遠近法を離れ、目に映る「印象」を描き出すこと
で新たな絵画表現を切り拓いた。パレット上での混色を避
け、鮮やかな色彩の絵の具をキャンヴァスに配置すること
で彩度の高い自然光の輝きを再現。移ろいゆく光は、動き
のある筆跡で表現した。マネにはじまりモネ、ルノワール
らが活躍したのち、スーラ、セザンヌ、ゴッホ、ゴーギャン
ら、ポスト印象派の画家が登場する。当時、パリを席巻し
たジャポニスムは、浮世絵など日本美術の斬新な構図や
色彩を導入し、旧来のアカデミズムを象徴する写実主義
や遠近法を乗り越える大きな駆動力となった。

西洋の美術史

ヴィーナスの誕生
［テンペラ・キャンヴァス／172.5×278.5cm］1485頃  

ウフィツィ美術館蔵［イタリア］

サンドロ・ボッティチェリ［イタリア・1445〜1510］

ピサ大聖堂（世界遺産）

［大理石・レンガ・石／高さ51m］

起工1063［イタリア］

美しき絵ガラスの聖母（部分）

［ガラス他／総面積2700㎡の一部］ 1221〜30

シャルトル大聖堂蔵［フランス］

青いターバンの少女（真珠の耳飾りの少女）

［油彩・キャンヴァス／44.5×39cm］1665頃  

マウリッツハイス美術館蔵［オランダ］

ヨハネス・フェルメール［オランダ・1632〜75］

印象―日の出
［油彩・キャンヴァス／48×63cm］1873頃  

マルモッタン・モネ美術館蔵［フランス］

クロード・モネ［フランス・1840〜1926］

灰色のフェルト帽をかぶった自画像
［油彩・キャンヴァス／44.5×37.2cm］1887  

ファン・ゴッホ美術館蔵［オランダ］

フィンセント・ファン・ゴッホ［オランダ・1853〜90］
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利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立
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鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

老猿 1893 高村光雲

鮭 1877頃 高橋由一鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1873頃
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 

1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907

パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

湖畔 1897
黒田清輝

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

序の舞 1936
上村松園

無限状況 1970 菅木志雄

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

女 1910
荻原守衛

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
─
一
八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル
・
デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術
・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

第
二
次
世
界
大
戦（
─
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
─
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
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一
九
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一
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世
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一
一
六
三

一
一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一
九
一
七

一
九
一
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一
九
一
四

一
九
一
二

一
九
一
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一
九
三
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一
九
三
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一
九
二
九

一
九
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一
九
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五

一
九
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四

一
九
二
三
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九
二
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一
九
二
〇
─
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年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
─
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術
・
工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
─
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

一
九
〇
九

一
九
〇
七
─
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
六

一
八
九
五

一
八
九
四

一
八
九
一

先史

新印象主義・ポスト印象主義 キュビスム

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

ダダイスム
バウハウス

              3000　                     2000　                  1000　                 500　　   　     0　　                    100　 　             200　                     300　　              400　                   500　  　            600　           　   700　         　    800　        　     900　        　       1000                       1100　　            1200　　              1300　　            1400                                      1500                                       1600                                          1700                                          1800                                           1850                                                1860                                1870                                          1880                                       1890                                          1900                                         1910                                1920                                             1930                                       1940                                             1950                                          1960                                         1970                                           1980                                      2000                            2020

アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム アンフォルメル

抽象表現主義

新宝島（部分）
 1947
手塚治虫
酒井七馬

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

老猿 1893 高村光雲

鮭 1877頃 高橋由一鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1872
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 

1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907

パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

湖畔 1897
黒田清輝

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

序の舞 1936
上村松園

無限状況 1970 菅木志雄

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

女 1910
荻原守衛

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
─
一
八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル
・
デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術
・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

第
二
次
世
界
大
戦（
─
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
─
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
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年
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一
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一
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一
九
七
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一
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九

一
九
六
七

一
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六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
─
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術
・
工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
─
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

一
九
〇
九

一
九
〇
七
─
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
六

一
八
九
五

一
八
九
四

一
八
九
一

先史
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衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和

ダダイスム
バウハウス

              3000　                     2000　                  1000　                 500　　   　     0　　                    100　 　             200　                     300　　              400　                   500　  　            600　           　   700　         　    800　        　     900　        　       1000                       1100　　            1200　　              1300　　            1400                                      1500                                       1600                                          1700                                          1800                                           1850                                                1860                                1870                                          1880                                       1890                                          1900                                         1910                                1920                                             1930                                       1940                                             1950                                          1960                                         1970                                           1980                                      2000                            2020

アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム アンフォルメル

抽象表現主義

新宝島（部分）
 1947
手塚治虫
酒井七馬

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

老猿 1893 高村光雲

鮭 1877頃 高橋由一鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1872
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 

1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907

パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

湖畔 1897
黒田清輝

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

序の舞 1936
上村松園

無限状況 1970 菅木志雄

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

女 1910
荻原守衛

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
─
一
八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル
・
デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術
・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

第
二
次
世
界
大
戦（
─
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
─
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
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一
二
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一
一
九
二

一
一
八
〇

一
二
世
紀

一
一
六
三

一
一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一
四

一
九
一
二

一
九
一
一

一
九
三
三

一
九
三
一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
─
三
〇

　
　
　
　 

年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
─
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術
・
工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
─
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

一
九
〇
九

一
九
〇
七
─
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
六

一
八
九
五

一
八
九
四

一
八
九
一

先史

新印象主義・ポスト印象主義 キュビスム

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正  昭和 平成 令和
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アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム アンフォルメル

抽象表現主義

新宝島（部分）
 1947
手塚治虫
酒井七馬

94

1つと3つのシャベル
1965

ジョゼフ・コスース

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004 アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング
旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵
1965 棟方志功

727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 
復刻版 1990 亀倉雄策

無限状況 1970 菅木志雄

光の教会
（茨木春日丘
教会礼拝堂）
1989
安藤忠雄

Hoto
2008

宮島達男

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ク
ロ
ー
ン
羊
誕
生

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

●
品
川
駅
―
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
・
坂  

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
─
一
二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
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ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

T
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94

1つと3つのシャベル
1965

ジョゼフ・コスース

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004 アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング
旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵
1965 棟方志功

727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 
復刻版 1990 亀倉雄策

無限状況 1970 菅木志雄

光の教会
（茨木春日丘
教会礼拝堂）
1989
安藤忠雄

Hoto
2008

宮島達男

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ク
ロ
ー
ン
羊
誕
生

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

●
品
川
駅
―
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
・
坂  

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
─
一
二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
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鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

老猿 1893 高村光雲

鮭 1877頃 高橋由一鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1873頃
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 

1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907

パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

湖畔 1897
黒田清輝

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

序の舞 1936
上村松園

無限状況 1970 菅木志雄

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

女 1910
荻原守衛

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
─
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加
・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
─
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
─
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
─
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
─
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ
一
四
世
の
絶
対
王
政（
─
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
─
四
九
）

タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
造
営（
─
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
─
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン
一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
─
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
─
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
─
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
─
六
四
）

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
─
一
四
一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
─
一
四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一
二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・
ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
─
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
─
一
八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル
・
デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術
・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

第
二
次
世
界
大
戦（
─
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
─
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
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五
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四

一
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一
九
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─
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年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
─
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術
・
工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
─
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

一
九
〇
九

一
九
〇
七
─
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
八
九
六

一
八
九
五

一
八
九
四

一
八
九
一
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アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム アンフォルメル

抽象表現主義

新宝島（部分）
 1947
手塚治虫
酒井七馬

削除

94

1つと3つのシャベル
1965

ジョゼフ・コスース

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004 アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング
旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵
1965 棟方志功

727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 
復刻版 1990 亀倉雄策

無限状況 1970 菅木志雄

光の教会
（茨木春日丘
教会礼拝堂）
1989
安藤忠雄

Hoto
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宮島達男

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ク
ロ
ー
ン
羊
誕
生

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

●
品
川
駅
―
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

パ
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
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ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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催

●
建
築
家
・
坂  

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
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際
芸
術
祭
開
催

●
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京
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イ
ツ
リ
ー
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●
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開
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ペ
イ
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に
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ク
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）
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主
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」の
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プ
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流
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）の
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れ
る
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連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
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攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
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ー
・
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タ
ー
）開
館

南
北
ベ
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ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
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ー
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ラ（
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し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
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）発
足
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）
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）
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・
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成
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ル
リ
ン
の
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構
築

●
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ー
テ
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本
放
送
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始

イ
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・
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ン
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に
よ
る
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ー
・
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リ
ス
ト
展
開
催

●
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立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
興
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
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旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵
1965 棟方志功
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噴煙 1950～53
梅原龍三郎
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復刻版 1990 亀倉雄策

無限状況 1970 菅木志雄

光の教会
（茨木春日丘
教会礼拝堂）
1989
安藤忠雄
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現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。
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日
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催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ク
ロ
ー
ン
羊
誕
生

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

●
品
川
駅
―
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
・
坂  

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
─
一
二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
─
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ
一
一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
─
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
─
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ
・
ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
─
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
─
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
─
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
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現
主
義
」が
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国
際
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●
広
島
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に
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投
下
。
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火焔土器と土偶
　縄文時代につくられた縄文土器は、その名の通り、表
面に「縄」の目を押し当てた文様が特徴。草創期はシンプ
ルな造形であったが、中期になると実用の範

はん

疇
ちゅう

を超えた
装飾性が現れた。中でも新潟県笹山遺跡から出土した火

か

焔
えん

土器は、燃え上がる炎を想起させる力強いフォルムで、
ここに日本美術の装飾性のルーツを見るものも多い。中
期以降の土器には人体や人面が貼り付けられたものが現
れ、貯蔵物を守る呪術的役割があるとされる。主に人の形
を抽象形体で表した土偶もまた、命の尊さや霊的存在へ
の祈りをテーマとしているが、そのユニークで愛くるしい形
は、造形の普遍性を今に伝えてくれる。

平安時代の美術 
　最

さい

澄
ちょう

や空
くうかい

海らにより唐から密
みっ

教
きょう

が伝わると、美術もまた
密教の影響を色濃く受ける。密教の世界観を表した両

りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ ら

羅や、一
いちぼくづくり

木造による神秘的で誇張された仏像がつく
りだされた。しかし、唐の衰退とともに遣唐使が停止され
ると、日本の自然に根ざした情緒豊かな国風文化が栄え
るようになる。かな文字による女性文学や寝

しんでんづくり

殿造による建
築、絵画では日本的な主題を扱うやまと絵や、宮廷の物
語や寺社のおこりなどを題材にした絵巻物が盛んにつくら
れた。平安末期の相次ぐ天災や疫病、飢

き

饉
きん

や戦乱などは
末法思想と重なり、浄土信仰が根づく。平

びょうどういん

等院鳳
ほうおうどう

凰堂は
極
ごくらくじょうど

楽浄土を表した優美な阿
あ

弥
み

陀
だ

堂である。

仏教美術と水墨画
　貴族に代わり武士による統治が始まった鎌倉時代には、
力強く写実性の高い美術品が好まれた。中国大陸との通
交も復活し、宋から禅宗文化や新しい建築様式が流入。
彫刻では金

こんごう

剛力
りき

士
し

立
りゅう

像
ぞう

など多くの傑作を生み、慶
けい

派
は

仏師
を率いた運

うんけい

慶を、絵巻では武者や戦乱の様を迫真的に描
いた平

へい

治
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

を挙げたい。室町時代になると、頂
ちん

相
ぞう

と呼ばれる禅僧の肖像画や、僧による詩文と画が一体に
なった瓢

ひょうねん

鮎図
ず

のような水墨画が誕生。禅修行のかたわら
明で水墨画を学んだ雪

せっしゅう とうよう

舟等楊は、模倣を脱した日本的な
画風を確立した。建築では慈

じ

照
しょう

寺
じ

の銀
ぎんかく

閣や龍
りょうあん

安寺
じ

石庭
の枯

かれ

山
さん

水
すい

など、禅宗文化の多様な展開が見られる。

桃山時代の美術 
　下剋上による戦乱の時代に入ると、富と権力は新たな
政治の覇者の下に集まり、大規模建築や絢

けんらん

爛豪華な美術
品が現れるようになった。失われた安

あ

土
づち

城
じょう

や聚
じゅらく

楽第
だい

の遺
構に、気

き

宇
う

壮大な建築の名残りを感じることができる。富
を得た町衆も文化の担い手となった。堺の商人千

せんの

利
り

休
きゅう

は、
楽
らく

焼
やき

や志
し の

野焼
やき

など飾り気のない道具や、質素で野性味の
ある茶室による侘

わび

茶
ちゃ

を体系化し、絢爛豪華な価値観を揺
るがした。絵画では狩

か

野
のう

永
えいとく

徳の唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屏
びょうぶ

風、長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

の松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょうぶ

風など、屏風絵や障壁画の傑作がつくられ
た一方で、スペインやポルトガルとの交易から、油絵をま
ねた南蛮屏風など創意に富んだ作品も多く生まれた。

日本の美術史

火
か

焔
えん

土器（重要文化財）

［土／高さ32.5cm］

縄文時代中期

長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほうおうどう

凰堂（世界遺産・国宝）

［中堂平面14.24×11.82m］1053

［京都府］

胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

（国宝）

［絹本着色／183.6×164.2cm］900頃

教
きょうおう

王護
ご

国
こく

寺
じ

蔵［京都府］

土偶
（縄文のビーナス）（国宝）

［土／高さ27cm］

縄文時代中期

茅野市蔵［長野県］

平
へい

治
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

   三
さんじょう

条殿
どの

夜
よ

討
うちの

巻
まき

（部分）

［紙本着色／縦41.3cm］13世紀後半

ボストン美術館蔵［アメリカ］

龍
りょうあん

安寺
じ

石庭（世界遺産）

［幅25m 奥行き10m］1450頃

［京都府］

98

火焔土器と土偶
　縄文時代につくられた縄文土器は、その名の通り、表
面に「縄」の目を押し当てた文様が特徴。草創期はシンプ
ルな造形であったが、中期になると実用の範

はん

疇
ちゅう

を超えた
装飾性が現れた。中でも新潟県笹山遺跡から出土した火

か

焔
えん

土器は、燃え上がる炎を想起させる力強いフォルムで、
ここに日本美術の装飾性のルーツを見るものも多い。中
期以降の土器には人体や人面が貼り付けられたものが現
れ、貯蔵物を守る呪術的役割があるとされる。主に人の形
を抽象形体で表した土偶もまた、命の尊さや霊的存在へ
の祈りをテーマとしているが、そのユニークで愛くるしい形
は、造形の普遍性を今に伝えてくれる。

平安時代の美術 
　最

さい

澄
ちょう

や空
くうかい

海らにより唐から密
みっ

教
きょう

が伝わると、美術もまた
密教の影響を色濃く受ける。密教の世界観を表した両

りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ ら

羅や、一
いちぼくづくり

木造による神秘的で誇張された仏像がつく
りだされた。しかし、唐の衰退とともに遣唐使が停止され
ると、日本の自然に根ざした情緒豊かな国風文化が栄え
るようになる。かな文字による女性文学や寝

しんでんづくり

殿造による建
築、絵画では日本的な主題を扱うやまと絵や、宮廷の物
語や寺社のおこりなどを題材にした絵巻物が盛んにつくら
れた。平安末期の相次ぐ天災や疫病、飢

き

饉
きん

や戦乱などは
末法思想と重なり、浄土信仰が根づく。平

びょうどういん

等院鳳
ほうおうどう

凰堂は
極
ごくらくじょうど

楽浄土を表した優美な阿
あ

弥
み

陀
だ

堂である。

仏教美術と水墨画
　貴族に代わり武士による統治が始まった鎌倉時代には、
力強く写実性の高い美術品が好まれた。中国大陸との通
交も復活し、宋から禅宗文化や新しい建築様式が流入。
彫刻では金

こんごう

剛力
りき

士
し

立
りゅう

像
ぞう

など多くの傑作を生み、慶
けい

派
は

仏師
を率いた運

うんけい

慶を、絵巻では武者や戦乱の様を迫真的に描
いた平

へい

治
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

を挙げたい。室町時代になると、頂
ちん

相
ぞう

と呼ばれる禅僧の肖像画や、僧による詩文と画が一体に
なった瓢

ひょうねん

鮎図
ず

のような水墨画が誕生。禅修行のかたわら
明で水墨画を学んだ雪

せっしゅう とうよう

舟等楊は、模倣を脱した日本的な
画風を確立した。建築では慈

じ

照
しょう

寺
じ

の銀
ぎんかく

閣や龍
りょうあん

安寺
じ

石庭
の枯

かれ

山
さん

水
すい

など、禅宗文化の多様な展開が見られる。

桃山時代の美術 
　下剋上による戦乱の時代に入ると、富と権力は新たな
政治の覇者の下に集まり、大規模建築や絢

けんらん

爛豪華な美術
品が現れるようになった。失われた安

あ

土
づち

城
じょう

や聚
じゅらく

楽第
だい

の遺
構に、気

き

宇
う

壮大な建築の名残りを感じることができる。富
を得た町衆も文化の担い手となった。堺の商人千

せんの

利
り

休
きゅう

は、
楽
らく

焼
やき

や志
し の

野焼
やき

など飾り気のない道具や、質素で野性味の
ある茶室による侘

わび

茶
ちゃ

を体系化し、絢爛豪華な価値観を揺
るがした。絵画では狩

か

野
のう

永
えいとく

徳の唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屏
びょうぶ

風、長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

の松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょうぶ

風など、屏風絵や障壁画の傑作がつくられ
た一方で、スペインやポルトガルとの交易から、油絵をま
ねた南蛮屏風など創意に富んだ作品も多く生まれた。

日本の美術史

火
か

焔
えん

土器（重要文化財）

［土／高さ32.5cm］

縄文時代中期

長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほうおうどう

凰堂（世界遺産・国宝）

［中堂平面14.24×11.82m］1053

［京都府］

胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

（国宝）

［絹本着色／183.6×164.2cm］900頃

教
きょうおう

王護
ご

国
こく

寺
じ

蔵［京都府］

土偶
（縄文のビーナス）（国宝）

［土／高さ27cm］

縄文時代中期

茅野市蔵［長野県］

平
へい

治
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

   三
さんじょう

条殿
でん

夜
よ

討
うちの

巻
まき

（部分）

［紙本着色／縦41.3cm］13世紀後半

ボストン美術館蔵［アメリカ］

龍
りょうあん

安寺
じ

石庭（世界遺産）

［幅25m 奥行き10m］1450頃

［京都府］


